
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
平
成
二
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
六
号
（
情
報
公
開
条
例
第
三
十
八
条

　

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
出
資
団
体
等
の
指
定
）
の
一
部
改
正 

（
県
政
情
報
公
開
室
）　

　

一

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
（
三
件
） 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
指
定 

（
社
会
福
祉
課
）　

　

二

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

五

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
収
用
の
手
続
開
始 

（
用　

地　

課
）　

　

六

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 

（
都
市
計
画
課
）　

　

六

 
公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

六

 
教
育
委
員
会

〇
県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

六

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
届
出 

七

〇
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届 

八

〇
政
治
団
体
の
解
散
届 

八

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
二
年
分
） 

八

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
三
年
分
） 

九

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出 

九

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届 

九

〇
資
金
管
理
団
体
の
指
定
取
消
し
の
届
出 

一
〇

〇
不
在
者
投
票
を
管
理
す
べ
き
施
設
の
指
定
等 

一
〇

〇
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
の
一
部
改
正 

一
〇

〇
証
票
の
無
効
（
二
件
） 

一
一

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
号

　

平
成
二
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
六
号
（
情
報
公
開
条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
出
資
団

体
等
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号　

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

40

　
　
　

一
般
財
団
法
人
宮
城
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

40

　

第
一
号　

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

43

　
　
　

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
暴
力
団
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

43

　

第
二
号
中
２
を
削
り
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
一
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

み
や
ぎ
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

鈴
木　

美
範

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

塩
竈
市
清
水
沢
三
丁
目
十
一
番
三
十
一
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
は
、
こ
れ
か
ら
未
来
を
作
り
上

げ
る
「
人
」
で
あ
る
と
考
え
、
環
境
教
育
や
人
材
育
成
を
通
し
て
、
ま
ち
に
必
要

と
さ
れ
る
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
二
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｑ
Ｕ
Ｅ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

武
田　

雄
高

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

気
仙
沼
市
南
郷
五
番
地
五

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
分
か
ち
合
い
支
え
合
う
気
持
ち
や
、
地
域
住
民
の
交
流
活
性
化
を

図
る
た
め
の
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
活
動
、
地
域
に
暮
ら
す
住
民
に
対
し
安

全
な
生
活
環
境
と
住
環
境
を
再
構
築
し
保
全
す
る
活
動
、
地
域
の
資
源
や
産
業
を

活
用
し
新
た
な
地
域
振
興
策
と
地
域
活
性
化
事
業
を
創
造
し
地
域
を
再
生
す
る
活

動
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
三
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

永
井　

信
義

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
彦
右
衛
門
橋
百
八
十
三
番
地
六

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
音
楽
、
特
に
歌
声
、
そ
れ
ら
の
力
を
地
域
や
街
の
活
性
化
、
被
災

地
支
援
、
復
興
の
た
め
に
効
果
的
に
用
い
て
、
年
齢
、
性
差
、
国
籍
を
問
わ
ず
、

広
く
門
戸
を
開
き
、
多
く
の
人
々
の
力
を
結
集
し
、
行
政
、
地
域
関
係
者
、
音
楽

関
係
者
や
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
力
の
も
と
に
活
動
を
展
開
し
社
会
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
四
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定

し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

訪
問
介
護 

第2300号　平成23年10月21日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

事　

業　

所　

の　

名　

称

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
う
さ
ぎ

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

石
巻
市
中
央
三
丁
目
一－

二
十
九
華
心
一
階

申

請

者

の

名

称

株
式
会
社
明
美
会

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

石
巻
市
新
館
二
丁
目
二
番
三
十
二
号
二
百
一
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
八
月
十
五
日

二　

訪
問
看
護

事　

業　

所　

の　

名　

称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
春
圃

医
療
法
人
社
団
爽
秋
会
岡
部
医
院

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

気
仙
沼
市
田
中
前
二
丁
目
一
番
地
八

名
取
市
植
松
一
丁
目
一
番
二
十
四
号

申

請

者

の

名

称

医
療
法
人
く
さ
の
実
会

医
療
法
人
社
団
爽
秋
会

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

気
仙
沼
市
浪
板
百
四
十

名
取
市
植
松
一
丁
目
一
番
二
十
四
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日

三　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

事　

業　

所　

の　

名　

称

医
療
法
人
社
団
爽
秋
会
岡
部
医
院

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

名
取
市
植
松
一
丁
目
一
番
二
十
四
号

申

請

者

の

名

称

医
療
法
人
社
団
爽
秋
会

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

名
取
市
植
松
一
丁
目
一
番
二
十
四
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日



四　

居
宅
療
養
管
理
指
導

五　

通
所
介
護

六　

居
宅
介
護
支
援
事
業

七　

介
護
予
防
訪
問
介
護

八　

介
護
予
防
訪
問
看
護

 
（3）　 平成23年10月21日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2300号　　 

事　

業　

所　

の　

名　

称

医
療
法
人
社
団
爽
秋
会
岡
部
医
院

仙
台
調
剤
薬
局
古
川
店

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

名
取
市
植
松
一
丁
目
一
番
二
十
四
号

大
崎
市
古
川
駅
東
三
丁
目
四－

二
十
二

申

請

者

の

名

称

医
療
法
人
社
団
爽
秋
会

株
式
会
社
仙
台
調
剤

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

名
取
市
植
松
一
丁
目
一
番
二
十
四
号

仙
台
市
泉
区
泉
中
央
三
丁
目
二
十
九－

七

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

あ
さ
ひ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
町
十
一
番
地

大
崎
市
古
川
旭
一
丁
目
三
番
八
号

登
米
市
南
方
町
雷
九
番
地
一
号

申

請

者

の

名

称

株
式
会
社
え
ん

株
式
会
社
金
寿

有
限
会
社
さ
く
ら

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
東
泥
沼
三
十
一
番
地
四

大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
六
丁
目
二
番
八
号

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
五
丁
目
八
番
地
の
六

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
う
さ
ぎ

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

登
米
市
南
方
町
雷
九
番
地
一
号

石
巻
市
中
央
三
丁
目
一－

二
十
九
華
心
一
階

申

請

者

の

名

称

有
限
会
社
さ
く
ら

株
式
会
社
明
美
会

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
五
丁
目
八
番
地
の
六

石
巻
市
新
館
二
丁
目
二
番
三
十
二
号
二
百
一
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日

平
成
二
十
三
年
八
月
十
五
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
う
さ
ぎ

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

石
巻
市
中
央
三
丁
目
一－

二
十
九
華
心
一
階

申

請

者

の

名

称

株
式
会
社
明
美
会

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

石
巻
市
新
館
二
丁
目
二
番
三
十
二
号
二
百
一
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
八
月
十
五
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
春
圃

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

気
仙
沼
市
田
中
前
二
丁
目
一
番
地
八

申

請

者

の

名

称

医
療
法
人
く
さ
の
実
会

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

気
仙
沼
市
浪
板
百
四
十

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日



九　

介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導

十　

介
護
予
防
通
所
介
護

十
一　

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

十
二　

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
五
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
し
た
指
定
介
護
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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事　

業　

所　

の　

名　

称

仙
台
調
剤
薬
局
古
川
店

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

大
崎
市
古
川
駅
東
三
丁
目
四－

二
十
二

申

請

者

の

名

称

株
式
会
社
仙
台
調
剤

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

仙
台
市
泉
区
泉
中
央
三
丁
目
二
十
九－

七

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

あ
さ
ひ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
町
十
一
番
地

大
崎
市
古
川
旭
一
丁
目
三
番
八
号

登
米
市
南
方
町
雷
九
番
地
一
号

申

請

者

の

名

称

株
式
会
社
え
ん

株
式
会
社
金
寿

有
限
会
社
さ
く
ら

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
東
泥
沼
三
十
一
番
地
四

大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
六
丁
目
二
番
八
号

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
五
丁
目
八
番
地
の
六

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

ア
ル
パ
イ
ン
川
崎

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
北
原
五
十
九
番
六
号

申

請

者

の

名

称

医
療
法
人
社
団
光
友
会

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

仙
台
市
泉
区
実
沢
字
立
田
屋
敷
十
七－

一

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

ア
ル
パ
イ
ン
川
崎

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
北
原
五
十
九
番
六
号

申

請

者

の

名

称

医
療
法
人
社
団
光
友
会

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

仙
台
市
泉
区
実
沢
字
立
田
屋
敷
十
七－

一

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

開
設
者
の
名
称

開　

設　

者　

の　

所　

在　

地

変　

更　

年　

月　

日



〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
六
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
七
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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事

業

所

番

号

〇
四
一
〇
二
〇
〇
四
五
五

〇
四
一
〇
二
〇
〇
七
〇
三

〇
四
一
一
四
〇
〇
一
六
一

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地

セ
ン
ト
ケ
ア
石
巻
中
央

石
巻
市
開
成
一
番
地
三

十
五
号
石
巻
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
館
一
階

株
式
会
社
ワ
ン
ハ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下

二
百
三
十
七
番

セ
ン
ト
ケ
ア
石
巻
矢
本

東
松
島
市
矢
本
字
上
河

戸
九
十
五
番
五
号

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

同
行
援
護

居
宅
介
護
、
重
度

訪
問
介
護
（
み
な

し
）

同
行
援
護

設
置
者
名

セ
ン
ト
ケ
ア
宮

城
株
式
会
社

株
式
会
社
ワ
ン

ハ
ー
ト
サ
ー
ビ

スセ
ン
ト
ケ
ア
宮

城
株
式
会
社

指
定
年
月
日

平
成
二
十
三
年

十
月
一
日

平
成
二
十
三
年

十
月
一
日

平
成
二
十
三
年

十
月
一
日

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
一
四
〇
〇
一
四
六

〇
四
一
二
四
〇
〇
〇
一
二

設　
置　
者　
名

社
会
福
祉
法
人
や
す

ら
ぎ
会

亘
理
町

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

変
更
前

変
更
後

変
更
前

鳴
瀬
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン東
松
島
市
大
塚
字
長
浜
二
百

六
十
九
番
地

鳴
瀬
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン東
松
島
市
牛
網
字
駅
前
二
丁

目
二
十
九
番
十
号

亘
理
町
ゆ
う
ゆ
う
作
業
所

亘
理
郡
亘
理
町
字
中
町
一－

一

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年

八
月
八
日

平
成
二
十
三
年

八
月
一
日

旧新旧新旧新旧新旧新

石
巻
市
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
社
団
健
育
会
中
央
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
社
団
健
育
会
ひ
ま
わ
り
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
法
人
社
団
健
育
会
ひ
ま
わ
り
在
宅

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社
東
京
イ
ン
テ
リ
ア
家
具
メ
デ

ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
仙
台
営
業
所

石
巻
市
門
脇
町
一
丁
目
三
番
二
十
二
号
東
鰹
会
館
内

石
巻
市
開
成
一
番
地
三
十
五
石
巻
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
館
内

石
巻
市
門
脇
町
一
丁
目
三
番
二
十
二
号
東
鰹
会
館
内

石
巻
市
開
成
一
番
地
三
十
五
石
巻
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
館
内

石
巻
市
門
脇
町
一
丁
目
三
番
二
十
二
号
東
鰹
会
館
内

石
巻
市
開
成
一
番
地
三
十
五
石
巻
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
館
内

石
巻
市
門
脇
町
一
丁
目
三
番
二
十
二
号
東
鰹
会
館
内

石
巻
市
開
成
一
番
地
三
十
五
石
巻
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
館
内

名
取
市
田
高
字
原
百
五
十
八

名
取
市
手
倉
田
字
諏
訪
五
百
二
十
四
番
地

医
療
法
人
社
団
健
育
会

医
療
法
人
社
団
健
育
会

医
療
法
人
社
団
健
育
会

医
療
法
人
社
団
健
育
会

株
式
会
社
東
京
イ
ン
テ
リ
ア

家
具

東
京
都
板
橋
区
東
坂
下
一
丁
目
十
九
番
九
号

東
京
都
板
橋
区
東
坂
下
一
丁
目
十
九
番
九
号

東
京
都
板
橋
区
東
坂
下
一
丁
目
十
九
番
九
号

東
京
都
板
橋
区
東
坂
下
一
丁
目
十
九
番
九
号

東
京
都
荒
川
区
荒
川
四
丁
目
三
十
二
番
の
五
号

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日



〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
八
号

　

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
収
用
の
手
続
開
始
の
申
立
て
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
三
十
四
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

収
用
の
手
続
が
開
始
さ
れ
る
土
地
等

　

１　

収
用
の
手
続
が
開
始
さ
れ
る
土
地　

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
一
丁
目
地
内

　

２　

起
業
者
の
名
称　

国
土
交
通
大
臣

３　

事
業
の
種
類　

一
般
国
道
四
十
五
号
改
築
工
事
（
坂
下
拡
幅
・
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
一
丁
目
地
内
か

ら
同
市
同
区
苦
竹
二
丁
目
地
内
ま
で
）

二　

起
業
者
が
収
用
の
手
続
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
土
地
を
表
示
す
る
図
面
の
縦
覧
場
所

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
役
所
（
建
設
部
公
園
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
九
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

角
田
市
町
尻
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

角
田
市
角
田
字
大
坊
四
十
一
番
地

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
七
年
六
月
十
二
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

教
育
委
員
会

　

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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〇
四
一
五
四
〇
〇
四
四
九

財
団
法
人
宮
城
厚
生

協
会

変
更
後

変
更
前

変
更
後

亘
理
町
ゆ
う
ゆ
う
作
業
所

亘
理
郡
亘
理
町
字
中
町
東
二

十－

一

財
団
法
人
宮
城
厚
生
協
会
な

が
ま
ち
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
仙
台
市
太
白
区
長
町
三
丁
目

六
番
二
号

財
団
法
人
宮
城
厚
生
協
会
な

が
ま
ち
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
仙
台
市
太
白
区
長
町
三
丁
目

七
番
十
三
号
ア
ル
プ
ス
技
研

仙
台
長
町
ビ
ル
四
階

平
成
二
十
三
年

九
月
一
日

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

黒
川
郡
富
谷
町
富
谷
字
清
水
沢
三
十
二
番
、
三
十
五
番

及
び
三
十
六
番
五
の
各
一
部
、
同
字
宮
ノ
沢
五
十
八
番
二

の
一
部
（
第
三
工
区
）

　

富
谷
町

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
上
柴
崎
六
十
四
番
、六
十
五
番
、

六
十
六
番
、
六
十
七
番
、
六
十
八
番
の
一
部
及
び
六
十
九

番
の
一
部

　

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
一
丁
目
二
十
五
番
地
一

 

千
葉　

繁
雄　
　
　
　
　
　
　
　

　

仙
台
市
青
葉
区
み
や
ぎ
台
四
丁
目
四
番
一
号

 

山
口　

秀
子　
　
　
　
　
　
　
　

　

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
二
丁
目
八
番
地
八

 

高
平　

彩
名　
　
　
　
　
　
　
　



　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

勅　
使　
瓦　
　

正　
　

樹　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号

　
　
　

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
第
二
号
の
表
宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改

め
、
同
表
宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改

め
、
同
表
宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県

立
気
仙
沼
支
援
学
校
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県

立
名
取
支
援
学
校
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立

角
田
支
援
学
校
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
迫

支
援
学
校
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
金
成
支

援
学
校
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園

の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
�
　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体
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「

六
三

四
九

」

「

一
四

一
四
 

六

」

「

一
一

一
四

一
四

」

「

五
四

六
三

」

「

二
七

三
五

」

「

三
八

二
七

」

「

二
四

二
七

一
九

」

「

三
〇

二
四

二
七

」

「

五
七

四
九

四
六

」

「

五
〇

五
七

四
九

」

「

三
〇

二
七

二
四

」

「

二
七

三
〇

二
七

」

「

一
九

二
七

一
六

」

「

二
七

一
九

二
七

」

「

一
九

一
六

」

「

二
三

一
九

」

「

二
七

三
八

二
七

」

「

三
一

二
七

三
八

」

「

二
〇

二
〇

二
〇

」

「

一
九

二
〇

二
〇

」

「

二
八

一
九

一
一

」

「

二
二

二
八

一
九

」

「

六
二

五
九

四
三

」

「

四
六

六
二

五
九

」

「

四
八

四
〇

」

「

四
〇

四
八

」

　

政
治
団
体
の
名
称

い
た
ば
し
美
保
後
援
会

「
な
で
し
こ
会
」

小
野
寺
一
貴
後
援
会

後
藤
洋
一
後
援
会

佐
藤
淳
一
後
援
会

し
げ
み
栄
子
後
援
会

税
理
士
に
よ
る
秋
葉
賢

也
後
援
会

ふ
る
さ
と
宮
城　
22

代　

表　

者

の　

氏　

名

板
橋　

美
保

川
村　
　

登

大
友　

信
裕

佐
藤　

淳
一

門
馬　

俊
彦

菊
地　

弘
生

渡
邊　

勝
幸

会
計
責
任
者

の　

氏　

名

板
橋　

明
美

三
浦　

三
郎

伊
藤　

昭
男

佐
藤　

淳
一

重
實　

哲
男

鈴
木　

一
樹

小
松
真
知
子

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
岩
口
下
三
七－

一
一

仙
台
市
若
林
区
穀
町
一
二－

一
〇
一

遠
田
郡
涌
谷
町
字
砂
田
前
九－

一

岩
沼
市
下
野
郷
字
舘
外
三
六
二

岩
沼
市
里
の
杜
二－

八－

二
二

仙
台
市
宮
城
野
区
幸
町
五－

四－

一

仙
台
市
若
林
区
古
城
三－

一
四－

五

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
十
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
十
八
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
十
六
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
九
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
四
日

平
成
二
十
三
年 

 

九
月
十
二
日

平
成
二
十
三
年 



〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

政
党
の
支
部

�
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

 

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
二
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
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宮
城
維
新
の
会

宮
本
昭
雄
後
援
会

赤
間　
　

学

大
河
内
裕
治

赤
間　
　

学

渡
邊　

光
一

仙
台
市
太
白
区
泉
崎
一－

一
八－

三
五

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
東
福
田
九
七

 

九
月
十
五
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
十
六
日

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟

宮
城
県
本
部

竹
内
和
彦
後
援
会

土
井
喜
美
夫
連
合
後
援
会

長
崎
た
つ
お
後
援
会

　

宮
城
県
農
政
推
進
同
士

21会
　

早
坂
利
悦
後
援
会

東
山
た
つ
お
育
て
る
会

宮
城
県
電
工
組
政
治
連
盟

会
計
責
任
者

の

氏

名

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

庄
司　

一
郎

大
宮　

好
見

石
巻
市
水
明
北
二－

六

－

一
八

黒
田　

国
雄

登
米
市
米
山
町
中
津
山

字
猪
込
一
〇
四

秋
山　
　

耕

加
美
郡
色
麻
町
吉
田
字

内
屋
敷
二
四

東
山　

竜
起

佐
藤
富
士
夫

鈴
木　

秀
勇

岩
佐　
　

高

石
巻
市
門
脇
字
浦
屋
敷

六
六－

二
八

黒
田　

国
男

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字

八
反
田
上
一
五

佐
藤　

公
夫

加
美
郡
色
麻
町
四
釜
字

柧
木
町
七
一－

一

斎
藤　

建
雄

吉
田　

征
郎

平
成
二
十
三
年

 

九
月
九
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
六
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
九
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
十
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
五
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
七
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
五
日

政
治
団
体
の
名
称

自
由
民
主
党
女
川
町
支
部

自
由
民
主
党
多
賀
城
市
支

部自
由
民
主
党
宮
城
県
と
き

わ
会
支
部

異
動
事
項

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

新

石
森　

洋
悦

多
賀
城
市
八
幡
二－
二

一－

一
九

吉
田　

幸
一

旧

佐
藤　

武
雄

多
賀
城
市
中
央
一－

一

－
三

高
田　

正
朗

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
十
八
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
五
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
一
日

政
治
団
体
の
名
称

猪
股
洋
文
後
援
会

大
石
正
光
宮
城
県
後
援
会

大
野
栄
光
後
援
会

菅
野
哲
雄
後
援
会

佐
藤
澄
男
後
援
会

新
世
紀
調
査
会

「
好
き
で
す
石
巻
」
の
会

須
田
善
明
連
合
後
援
会

異
動
事
項

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

の

氏

名

新

加
美
郡
加
美
町
字
町
裏

二
一
六－

三

栗
原
市
若
柳
字
川
南
町

浦
六
三－

一

大
野　

竹
男

山
崎　

敏
雄

加
美
郡
加
美
町
字
長
清

水
南
雷
屋
敷
二
五

仙
台
市
青
葉
区
本
町
一

－

九－

六

石
巻
市
水
明
北
二－

六

－

一
八

石
森　

洋
悦

旧

加
美
郡
加
美
町
字
矢
越

二
七
七－

一

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
南

佐
沼
一－

六－

二

大
浦　

常
雄

村
上　
　

進

加
美
郡
加
美
町
字
岡
町

四
八－

一

仙
台
市
青
葉
区
本
町
一

－

九－

三

石
巻
市
門
脇
字
浦
屋
敷

六
六－

二
八

阿
部　

禎
悦

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
六
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
二
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
一
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
六
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
三
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
三
十
日

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

佐
竹
久
美
子
と
と
も
に
歩
む
会

高
橋
正
道
後
援
会

代
表
者
の
氏
名

佐
竹
久
美
子

熊
谷　

秋
一

解
散
年
月
日

平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日

平
成
二
十
三
年
九
月
十
九
日



政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（単
位
：
円

）

　

（資
金
管
理
団
体

）

佐
竹
久
美
子
と
と
も
に
歩
む
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
佐
竹
久
美
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
23.
9.
22

23.
8.
3

　
         
（        1  解

散

）

１
収
入
総
額

320,635

 

 

       　

前
年
繰
越
額

320,635

 

 

       　

２
支
出
総
額

0

 

 

 　

　

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）

高
橋
正
道
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
5.
11

23.
9.
1

         
（        9  解

散

）

１
収
入
総
額

26,877

 

 

      　

前
年
繰
越
額

26,877

 

 

      　

２
支
出
総
額

0

 

 

 　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
三
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（単
位
：
円

）

　

（資
金
管
理
団
体

）

佐
竹
久
美
子
と
と
も
に
歩
む
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
佐
竹
久
美
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
23.
9.
22

23.
8.
3

         
（        1  解

散

）

１
収
入
総
額

320,635

       

前
年
繰
越
額

320,635

       

２
支
出
総
額

320,635

       

３
支
出
の
内
訳

経
常
経
費

178,000

       

事
務
所
費

178,000

       

政
治
活
動
費

142,635

       

組
織
活
動
費

142,635

       

　

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）

高
橋
正
道
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
9.
26

23.
9.
1

         
（        9  解

散

）

１
収
入
総
額

26,877

      

前
年
繰
越
額

26,877

      

２
支
出
総
額

26,877

      

３
支
出
の
内
訳

経
常
経
費

26,877

      

事
務
所
費

26,877

      

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日
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資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名　
　
　
　

佐
藤　

淳
一

東
山　

竜
起

渡
邊　

勝
幸

公
職
の
種
類

岩
沼
市
議
会
議
員

仙
台
市
議
会
議
員

宮
城
県
議
会
議
員

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

佐
藤
淳
一
後
援
会

東
山
た
つ
お
育
て
る

会ふ
る
さ
と
宮
城　
22

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

岩
沼
市
下
野
郷
字
舘

外
三
六
二

仙
台
市
青
葉
区
桜
ケ

丘
四－

二
七－

七

仙
台
市
若
林
区
古
城

三－

一
四－

五

代
表
者
の

氏　
　

名

佐
藤　

淳
一

東
山　

竜
起

渡
邊　

勝
幸

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
九
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
七
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
五
日



 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

�
　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

〇
宮
選
管
告
示
第
百
二
十
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　
　
　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
登
米
市
立
豊
里
病
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

公
立
志
津
川
病
院 

同　

市
米
山
町
字
桜
岡
大
又
三
番
地
一　
　
　
　

　

別
表
第
一
公
立
志
津
川
病
院
の
項
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
百
二
十
一
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　

市
営
野
球
場
住
宅
集
会
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

長
磯
七
半
沢
地
区
住
宅
集
会
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

市
長
磯
七
半
沢
六
〇
番
地

　

山
元
町
農
村
基
盤
交
流
施
設
合
戦
原
学
堂
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
ナ
ガ
ワ
仙
台
工
場
敷
地
内
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町
八
手
庭
字
北
向
一
二
番
地
一

浅
生
原
内
手
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町
浅
生
原
字
内
手
七
〇
番
地

浅
生
原
東
田
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所
一 

同　

郡
同　

町
浅
生
原
字
東
田
六
六
番
地
一

浅
生
原
東
田
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所
二 

同　

郡
同　

町
浅
生
原
字
東
田
六
六
番
地
一

浅
生
原
箱
根
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町
浅
生
原
字
箱
根
二
三
番
地
一

高
瀬
西
石
山
原
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町�
瀬
字
西
石
山
原
五
一
番
地
二

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町�
瀬
字
合
戦
原
一
〇
〇
番
地
一

旧
坂
元
中
学
校
跡
地
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町
坂
元
字
大
山
五
番
地

中
山
熊
野
堂
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町
坂
元
字
熊
野
堂
一
〇
番
地
二

　

清
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
大
沢
安
住
集
会
所
の
項
中
「
同　

郡
同　

町
浦
宿
浜
字
篠
浜
山
一
〇

七
番
地
三
」
を
「
牡
鹿
郡
女
川
町
浦
宿
浜
字
篠
浜
山
一
〇
七
番
地
三
」
に
改
め
、
鷲
神
第
一
集
会
所
の
項
、
鷲
神
第
二

集
会
所
の
項
、
横
浦
集
会
所
の
項
、
大
石
原
集
会
所
の
項
、
大
原
集
会
所
の
項
、
石
浜
集
会
所
の
項
、
竹
浦
集
会
所
の

項
、
尾
浦
漁
民
セ
ン
タ
ー
の
項
、
伊
勢
集
会
所
の
項
、
尾
田
峯
集
会
所
の
項
、
川
尻
集
会
所
の
項
、
桐
ケ
崎
集
会
所
の

項
、
指
ケ
浜
集
会
所
の
項
、
小
屋
取
憩
の
家
の
項
、
上
区
集
会
所
の
項
、
女
川
町
出
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
、
女

川
集
会
所
の
項
、
高
白
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
項
、
塚
浜
漁
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び
出
島
漁
村
憩
の
家
の
項

を
削
り
、
上
区
第
二
集
会
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

女
川
第
一
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町
浦
宿
浜
字
門
前
四
番
地

町
民
多
目
的
運
動
場
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町
女
川
浜
字
大
原
一
九
〇
番
地
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資
金
管
理
団

体
の
届
出
事

項
の
異
動
の

届
出
を
し
た

者
の
氏
名　

須
田　

善
明

公
職
の
種
類

宮
城
県
議
会
議

員

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

須
田
善
明
連
合
後
援

会

異　
動　
事　
項

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

新

石
巻
市
中
里
六－

一

三－

一
八

旧

石
巻
市
後
生
橋
六－

三
二

届
出
を
し
た

者
の
氏
名　

佐
竹
久
美
子

公
職
の
種
類

仙
台
市
議
会
議
員

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

佐
竹
久
美
子
と
と
も

に
歩
む
会

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴

ケ
谷
一－

一
八－

六

代
表
者
の

氏　
　

名

佐
竹
久
美
子

資
金
管
理
団
体
で

な
く
な
っ
た
旨
の

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
二
十
二
日

資
金
管
理
団

体
の
指
定
の

取
消
し
の
届

出
を
し
た
者

の
氏
名　
　

鈴
木　

康
弘

公
職
の
種
類

白
石
市
議
会
議
員

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

鈴
木
や
す
ひ
ろ
（
康

弘
）
後
援
会

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

白
石
市
越
河
五
賀
字

上
馬
渡
戸
一

代
表
者
の

氏　
　

名

鈴
木　

康
弘

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

九
月
十
四
日



清
水
地
区
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所 

同　

郡
同　

町
女
川
浜
字
日
蕨
五
一
番
地
の
一

針
浜
地
区
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
針
浜
字
針
浜
四
三
六
番
地
の
一

旧
第
三
保
育
所
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
宮
ヶ
崎
七
六
番
地
の
一

新
田
地
区�
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
女
川
浜
字
新
田
一
四
番
地

新
田
地
区�
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
女
川
浜
字
新
田
一
四
番
地

小
乗
浜
地
区
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
小
乗
浜
字
小
乗
八
八
番
地
の
二

小
乗
浜
地
区
（
向
）
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
小
乗
浜
字
向
四
七
番
地
の
二

高
白
浜
地
区
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
高
白
浜
字
尾
畑
二
六
番
地
の
一

横
浦
北
地
区
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
横
浦
字
名
不
知
四
二
番
地
の
一

指
ケ
浜
地
区
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
指
ケ
浜
字
指
ケ
浜
五
七
番
地

野
々
浜
地
区
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
野
々
浜
字
野
々
浜
一
五
一
番
地

桐
ケ
崎
地
区
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

郡
同　

町
桐
ケ
崎
字
桐
ケ
崎
二
一
番
地
の
一

出
島
応
急
仮
設
住
宅
出
島
地
区
談
話
室 

同　

郡
同　

町
出
島
字
高
森
山
一
番
地
の
六
五

出
島
応
急
仮
設
住
宅
寺
間
地
区
談
話
室 

同　

郡
同　

町
出
島
字
高
森
山
一
番
地
の
六
五

旧
女
川
第
三
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル 

同　

郡
同　

町
出
島
字
尾
浦
一
四
五
番
地
の
二

女
川
町
総
合
体
育
館
小
体
育
室 

同　

郡
同　

町
女
川
浜
大
原
一
九
〇
番
地

石
巻
バ
イ
パ
ス
用
地
応
急
仮
設
住
宅
東
集
会
所 

石
巻
市
沢
田
字
平
形
四
六
番
地

石
巻
バ
イ
パ
ス
用
地
応
急
仮
設
住
宅
西
集
会
所 

同　

市
沢
田
字
平
形
四
六
番
地

石
巻
市
蟹
田
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

市
流
留
字
一
番
囲
五
三
番
地

石
巻
市
内
田
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室 

同　

市
流
留
字
内
田
七
四
番
地

〇
宮
選
管
告
示
第
百
二
十
二
号

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
百
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
左
記
の
証
票

は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
一
日
以
降
無
効
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

 

〇
宮
選
管
告
示
第
百
二
十
三
号

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
百
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
左
記
の
証
票

は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日
以
降
無
効
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

（11）　 平成23年10月21日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2300号　　 

証

票

番

号

�候
 
　

第
三
号
の
〇
六
一

証

票

番

号

�団
 
　

第
三
号
の
〇
一
五

証

票

番

号

�候
 
　

第
三
号
の
〇
四
七


